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研究内容 

 

私は過去の業績として MD アンダーソン キャンサーセンターで骨転移の診断、評価、臨床的特徴をまとめ発表、

原発腫瘍だけでなく再発腫瘍の組織を用いて個別化医療を進める重要性を示してきた。帰国後は脳転移の研究

を臨床的、基礎的な研究を行い発表した。また乳癌学会登録委員として NCD-乳癌登録の利用を推進し、多くの

研究に協力してきた。今後の方向性としては再発腫瘍の生検を行う上で患者への侵襲があり、血液から個別化医

療を進める Circulating tumor DNA に注目し、現在多施設研究グループで研究代表者として研究を主導している。

さらに乳癌領域では癌の組織に起こる 2 次的な遺伝子変異でなく生殖細胞系列の遺伝子変異である BRCA 変異

保因者に対する個別化医療、さらには免疫療法などの新薬開発が続いており、国際共同の治験にも参加し新薬

開発に協力している。 
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